
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

７ 

2019 春🌸 

  2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

「軽いざわざわ」は風土フォーラムの活動をお伝えするための季刊紙です。 

 

 
   基本会議委員にお聞きします・・・ 

軽井沢 22 世紀風土フォーラムにある「基本会議」は、知識経験者、公募、町職員の１５名で構成される風

土フォーラムの中心的組織です。今年度から第２期がスタートし、早くも１年が経とうとしています。 

今回のインタビューは、「基本会議」立ち上げ当初から風土フォーラムに携わり、第１期より基本会議委員

を務めている荻原確也（おぎわら・かくや）委員（町職員）にお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

—基本会議が始まった頃の思いをお聞かせください。 

 風土フォーラムの立ち上げを含め、第１期の基本会

議から委員として参加させていただきました。 

立場上、半分は事務局、半分は自由に意見を言える

位置づけとしての参加だったのですが、当初は手探り

の中で、試行錯誤を繰り返しながらも、とにかく「動

き出さなければ何も始まらない」との思いで始まった

と記憶しています。 

—基本会議に対する住民の反応はどうでしたか。 

 事務局には様々な意見が山のように寄せられ、その

対応に追われるのではないかとの予想は見事に裏切

られ、良く言えば寛大な、悪く言えば無関心な住民の

実態が第１期半ばでの実感でした。 

 ただ、有志が「まちづくりを考える会」を自ら立ち

上げてくれたことで、先につながる足がかりができた

ことは正直救いでした。 

—住民の反応を受けて取り組んだことは何でしょう。 

意見が出てこないのなら、こちらから聴きに行けば

よいとのことから、第２期からは地域や事業所に出向

いて直接意見を聴くことにしました。地域の皆さんの

思いを少なからずくみ取ることができるようになっ

たことは良かったと感じます。 

—２期目も折り返しの時期に近づきました。これまで

の基本会議で得られた成果として感じるものがあれ

ば教えてください。 

基本会議委員が課題の議論だけでなく、自ら情報収

集やプロジェクトチームの活動に積極的に参加する

など委員自体の動きも活発化したことは、今後の事業

の進展に繋がる成果として表れていると感じていま

す。 

—基本会議の今後の課題は何でしょうか。 

よく言われる「軽井沢らしさ」とは人それぞれ、

その時々の感じ方でもあると思うのですが、ただ単

に現状を維持するだけで皆がそれぞれに思う良いイ

メージの「軽井沢らしさ」は守れません。これまで

の軽井沢のまちづくりがそうだったように“守るべ

きは守り、変えるべきは変えて”いかなければなりま

せん。住民の意向を踏まえつつ、将来に向けた町全

体あるいはエリアごとの最適なまちづくりとは何か

を探っていかなければならないと考えます。 

—これからの基本会議に望むことはありますか。 

今後、いくつかのプロジェクトとともにエリアデ

ザインの具現化に向けた取り組みが進んでいくと思

いますが、まずは地域の皆さんに自分たちの地域が

“こうなったら面白い”と思える夢を語っていただ

き、基本会議委員をはじめ様々な分野の有識者の意

見も取り入れながらエリアごとの特徴あるまちづく

り構想を打ち出していただくことを期待していま

す。 

発行日：平成 31 年 3 月 19 日 

 荻原 確也 委員 

1983 年に軽井沢町役場

に入庁。2017 年より軽

井沢町総合政策課長と

して勤務。軽井沢 22 世

紀風土フォーラム基本

会議の第 1 期から委員

を務めている。 

祖父は保温折衷苗代の

考案者で名誉町民でも

ある故・荻原豊次氏。 

 



 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 
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■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

先きの町長選挙で２人の立候補者が共通の公約の

一つとして町役場の庁舎建て替え問題を取り上げて

いました。実現は先の事であり、論争が深まるレベル

には達しませんでしたが、すべての町民、別荘の人、

来訪者に関わりのある身近な問題として関心の高い

テーマです。 

平成 22 年に耐震補強工事はしたものの、築 51 年

の老朽庁舎であることに加えて、浅間山の噴火や地震

などの自然災害が発生した際の防災拠点としての機

能に難点があること、職員の事務効率や訪れる町民の

使い勝手からも時代とズレがあることなどから、建て

替えの必要性については、大方の理解は得られそうで

す。 

肝心なことは、どういう基本理念をもとに、どこに、

どう建てるかについて十分な議論を尽くすことです。 

人口減少時代にあって、財政の緊縮が叫ばれ、行政

のムダを省くという流れに沿えば小さく、質素に、無

駄の無い庁舎が求められるのは当然です。 

一方で町役場を英語ではタウンオフィスというだ

けでなく、タウンホールともいうように、単なる事務

所機能を超えた住民の集いの場、コミュニティホール

の機能を合わせ持つ公共施設という側面もあります。 

更に、コンパクトシティに向けて舵を切るならば、

様々な公共施設や公的機能を集約して、拠点性の高い

庁舎に衣替えするのも選択肢の一つでしょう。７年前

に出来た新潟県長岡市役所庁舎などは多面的に分析

すればいろいろな意味で参考になるでしょう。 

役場では、去年の夏、庁舎周辺整備事業検討委員会

をスタートさせていますが新年度からはじまる本格

的な議論の行く方を注目しましょう。 

 

町には、まちづくり活動を行う住民５名以上で構

成される団体の自立促進を図るため、活動経費を支

援する「みんなの力でつくるまち」活動支援事業（通

称：みなまちサポート）」という制度があります。 

平成３１年度 みなまちサポートに応募された３

団体の事業審査を行うため、まちづくり活動支援部

会によるヒアリング審査が開催されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ヒアリング審査に参加した各団体関係者の皆さん

は、丁寧に説明をしながら審査員の質問に回答してい

ました。審査の際には、持参された資料等を審査員に

示しながら回答される場面もあり、審査の様子をご覧

になられた方たちにも各団体の活動に対する熱意が

伝わったのではないでしょうか。 

風土フォーラム事務局で 

は、みなまちサポートの詳 

細やまちづくり活動に関す 

るご相談を随意受け付けて 

いますので、お気軽にお問 

い合わせください。 

◆一般社団法人 旧軽井沢青年部 樫の実会 

◆軽井沢サクラソウ会議 

◆文楽伝統芸能振興長野委員会 

質問に回答する軽井沢サクラソウ会議の皆さん 

ヒアリング審査を行うまちづくり活動支援部会 

平成 31 年度 みなまちサポート応募団体 

ルイザちゃん 


